
くずし字解読講座 ４７ 

地名と名前を読む ２ 

 (b)の最初の は、良く出てくる字ですが、知らない

と難しい字です。しかし、よく見ると(b)と(c)はセットに

なっています。すなわち と 、 と 、その後

の「村」が同じ字です。そして(c)の最初の は「西」

なので、 は「東」です。したがって、(b)東井出村と(c)

西井出村ということになります。「名主」の部分は同じな

ので、次に名前の部分ですが、(b)の方は、ほとんど崩されていないので、「和平」。問題は

(c)の方です。 は、最近では見慣れない字かも知れませんが「只」という字です。次の

と はセットで覚えるべき字で、２文字で「兵衛」です。第３回ではもう少し

きれいな字で出てきました。これは、「右衛門」

「左衛門」等と並んで頻出する名前の一部です。 

  次に(d)ですが、 は、今出てきた「東」

です。問題は次の です。これは虫損があっ

て読みにくいですが、幸い(e)が隣にあります。

次の と は同じ字で、「沼」ですから、

も(e)の と同じ字のはずで、これは

「平」です。このように同じ字が出てくると、

違う角度から検討できるので、読みやすくなり

ます。(d)(e)は東平沼村と西平沼村となります。 

次に名前の部分ですが、(d)の は、虫損も

あって難しいと思います。これは「啓」という字です。次の は簡単なので、「啓助」。(e)

の方は、 が問題ですが、旁は となっていて、これは「原」ですので、 は「源」。

その下は第 46回の(a)と同じなので、「源右衛門」となります。 
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